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5月号をお届けするにあたって 
協会事業が新年度を迎え、JASジャーナル刊行もリニューアルするこ
ととなりました。本号をご覧いただくと変わっていないとお気づきと思

いますが、誌面編成には数ヶ月の先行作業が必要ですので今夏以降の編

成にご期待ください。 
一昨年、5月1日「サラウンドの日」を電子情報技術産業協会（JEITA）
と共に提唱し、サラウンド･サウンドの普及に努めてきましたが、本年の

「サラウンドの日」にはNHK-BSでのサラウンド特別番組放送をはじ
め、「サラウンドの日」前後に多くのイベントが行われています。この

ような最新の動向も早くお届けできればと考えています。 
編集事務局 
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JASジャーナルをご覧いただく皆様に本年4月以
降の JAS ジャーナル刊行の変更についてお知らせ
します。 
国の法人制度改革並びに厳しさを増す財務環境等

に対処するための協会運営改革の一環として、JAS
ジャーナル刊行の見直しを進めて参りましたが、本

年4月新年度より、オーディオ・ビジュアル文化と
技術の一層の活性化を目的に協会が取り組み中のテ

ーマとの連携を強め、会員内外に広く情報をお届け

すると共に、意見交流が活発になる誌面作りを目指

して次のように変更することとなりました。 
 
１． 刊行の形態 

従来の特集号・合併号交互配信を改め、 
隔月刊行（1、3、5、7、9、11月刊行）の
ジャーナルとします。 
 

２． 誌面の構成 
7月号以降は折にふれて、従来の特集号を 
引継ぐかたちで協会において委員会活動が 
進められている「ホームシアター、第３世 
代オーディオ、生録、サラウンド・サウン 
ド、ソフト、音展（順不同）」の6テーマ 
との連携を深め、各委員会の技術的見地か 
らの寄稿、新鮮な課題での誌上討論会、関 
係者インタビューなどの記事をお届けする 
予定です。 
従来からのトピックス記事、投稿記事、連

載記事、協会インフォメーション等を含め

て編集委員会にて監修を担当し刊行します。 
 
 
 
 

 
 
 

JASジャーナル刊行リニューアルのお知らせ 

 
３．誌面の体裁 

従来、編集事務局にてジャーナルとして

の体裁統一の編集作業を行ってきました

が、今後は誌面構成の自由度と速報性を

優先した簡易編集を経てホームページに

掲載します。 
 
４． JASジャーナルの配信 

会員 ID・パスワードを用いてログインし
た上での閲覧と、3ヶ月後の一般公開の 
ルールを継続します。 
 

５． 今後の刊行スケジュール 
本変更により4月号の刊行はなく、新年 
度は5月号よりの刊行となります。 

 
会員ならびに閲覧各位におかれましては、何卒、

この度の変更についてご理解を賜り、引続きご愛読

を頂きますと共に、今後取上げます記事に関して積

極的な御意見を賜りますようお願い申し上げます。 
 

（編集事務局） 
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不世出の名演奏家の素晴らしいコンサートが伝説

となるように、レコード録音の世界にも伝説の名盤

がある。演奏はもちろん、その卓越した録音技術と

そこにつぎ込まれたエンジニアたちの情熱が結実し、

時代を超えて評価される名盤となる。 
 1965年、優れた録音技術を誇る英デッカは、その
威信をかけ、ワグナーの楽劇「ニーベルングの指環」

全曲の録音を完成させた。 
ワグナーが全精力を傾注し作曲した4部構成のこ
の楽劇は、全曲 15 時間にも及ぶ大作である。実際
の演奏でも、序夜と3日間の計4夜にも亘るものだ。
これを全曲録音しレコードとして発売するというこ

とは、技術的にもビジネスの観点からも無謀な試み

と考えられていたものだった。 

（写真１） 
ウイーンで最も録音に適していると評された、 
ソフィエンザールでの録音セッション風景。 
録音当日は近隣の交通規制が行なわれるなど、 

最善の録音態勢が布かれた。 
 

 
 
 
 
 
 
 

オーディオファンへの贈り物 

＝ 世紀の名演奏・名録音と謳われた、 
ショルティーの「指環」全曲がSA-CDに復刻 ＝ 

森 芳久 

 
着想から録音開始まで2年、全曲録音に8年の歳
月と膨大な費用をかけての取り組みであった。サ

ー・ゲオルグ・ショルティ指揮、ウィーン・フィル

ハーモニー管弦楽団、そして当時最高の歌手たちを

揃えた最強の演奏チーム、加えて伝説の名プロデュ

ーサー、ジョン・カルショーが録音製作の指揮を執

った。 

（写真２） 
指揮者ゲオルグ･ショルティーと 

制作責任者のジョン･カルショーのコンビ。 
 
録音エンジニアは同社の看板エンジニア、ゴード

ン・パリー。彼の作るクリアーで臨場感溢れるサウ

ンドは、オーディオファンから高く評価され、いわ

ゆる｢デッカサウンド｣として知られていた。 
この音の秘密の一つが伝説となったデッカ･ツリ

ーというマイクセッティングだ。 
デッカのエンジニア、ロイ･ウォーレスが考案した

3 本のマイクを二等辺三角形の各頂点に配したもの
で、その十字架形状がクリスマス･ツリーの飾りに似 
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ていたことからツリーという名称で呼ばれるように

なった。 
この全曲の録音でもこのツリーが活躍したが、組

み合わせるマイクやその位置関係などが厳密に吟味

された。さらに、使用するテープレコーダーやテー

プの入念な調整し、生々しいリアルな音の録音に技

術者の腕と感性が注ぎ込まれた。 
（写真３） 

ミキシングルームでの録音試聴風景。 
前列左から、ピッツ、フィシャー＝ディスカウ、 
カルショー、ショルティー、ニルソン、 
ヴィントガッセン、フリックなどの 

伝説のスターが並ぶ。 
 
ハイエンド・オーディオファンはこの全曲、特に

最後に録音された「ワルキューレ」を争って買い求

めた。米国ではこの「ワルキューレ」が 1967年度
のクラッシックレコード売り上げ一位となった。さ

らに同年「ニーベルンゲンの指環」全曲に対してグ

ラミー賞の特別賞が授与され、レコード史上に輝か

しい金字塔を築いた。 
 その後、デジタル技術の台頭でCDが全盛となり、
アナログ・レコードは衰退をしたが、ハイエンド・

オーディオファンの中には未だアナログ・レコード

を愛用している人も多い。毎年ミュンヘンで開催さ

れる、世界最大のハイエンド・オーディオショーで

は、現在でもプログラムソースの主役をアナログ・ 
レコードが務めている。これを単にセンチメンタル 

 
な回顧趣味と片付けてしまうには問題があると思わ

れる。 
確かにCDはアナログ・レコードに比較して総合
的な特性は優れているが、20ｋHz 以上の周波数は
再生できないという制限がある。これはCD開発当
時の技術水準と人の可聴帯域との妥協点から定めら

れたものだ。しかし、現在ではスーパーオーディオ

CD (SA-CD)という上級のフォーマットが用意され、
再生周波数帯域は 100ｋHz までカバーし、ダイナ
ミックレンジもCDの10倍を誇る。このSA-CDの
技術を用いれば、楽器の持つ倍音や自然界の音を余

すところなく記録再生できる。もちろん、アナログ

のマスターテープで残されている音源から SA-CD
に復刻すれば、CD では再現できなかったマスター
テープに限りなく近い音質での再生が可能になる。 
そこで、名録音「ニーベルングの指環」のマスタ

ーテープから SA-CDを制作しようと考えた日本人
がいた。オーディオ界では著名な大間知基彰氏（エ

ソテリック株式会社取締役相談役）だ。彼は自社の

高級オーディオ装置を製造販売する傍ら、往年の名

盤の SA-CD復刻に情熱を燃やしている。既にエソ
テリックでは多くのタイトルを市販し、そのどれも

がオーディオファンや音楽ファンから圧倒的に評価、

支持されている。大間知氏はこの「ニーベルングの

指環」に立案から発売まで2年を要したという。そ
こには人しれない苦労があったと思うが、何よりも

「優れたハードを世に広めるためには、優れたソフ

トが必要」という彼の強い想いとオーディオへの情

熱がそれを可能にした。 
制作にあたっては、大間知氏自らがマスタリング

やプレスに立会い、マスターテープのクオリティに

仕上げるべく自分の耳で確認をしている。そのマス

タリングやプレス工程では、工場の電源事情が一番

安定しクリーンな状態となる休日に行うなど、細心 
の注意を払った。そのサウンドはまさにオーディオ 
ファンへの最高の贈り物となっている。 
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出来ればこの4部作をそれぞれ分けて独立販売をし
てもらえるともっと求めやすくなり、｢リング｣入門

者も増えるのではないだろうか。 

豪華なパッケージに身を包んだ全曲セットには

SA-CD 計14枚に加え、BBCで放映された「メイ
キング･ニーベルングの指環」のDVD、解説本、完
全対訳本上下二冊そしてジョン･カルショー著「リン

グ･リザウンディング」の翻訳本がセットとなってい

る。定価、1セット58,000円は決して高くはないが、 

いずれにしても、大間知氏のオーディオと音楽に

かける情熱には敬意を表したい。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(写真４) 
エソテリックにより復刻された、スーパーオーディオCD 
（ハイブリッドディスクによるCDプレーヤーにも対応） 

ニーベルングの指環｣全集。 
ディスク14枚、全曲対訳本2冊、 

ジョン・カルショー著｢RING RESOUNDING｣１冊、 
BBCで制作されたDVD「THE GOLDEN RING」1枚が 

豪華ボックス入りで限定発売。定価58,000円。 
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「テープ録音機物語」 

 その49 特性標準化の動き (1) 
― 米国と欧州の規格 ― 
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1．ANSI規格 (米) 
ANSI（ｱﾝｼ-）米国規格協会。米国標準協会
（American National Standards Institute）の略で、
アメリカ合衆国の工業的な分野の標準化組織で、日

本の日本工業規格（JISC）、日本工業標準調査会
（JISC）のような存在である (308) (309)。 
多くの場合、規格は EIA（米国の電子工業会）、

TIA(米国の電気通信工業会)、IEEE、AESなどの規
格作成団体が作成したものを承認し、ANSI規格と
している。 

1981 年に、American Engineering Standard
Committee (AESC)として5つの工業団体および
つの政治機関によって設立され、1928年、American 
Standards Association (ASA)に改名、1969年、現
在の名称になった。 

 
3

テープレコーダー関係では現在（2009 末）、表
49-1が規格になっている 。 

表49-1  ANSI 規格 
 
２．EIA規格 (米) (309) ( 310) 

EIA規格がRMA,またはRET MAと言っていた
ころ 19 インチ・ラックマウント、テープ・リール
の寸法等でずいぶん世話になったものである。また、

最近ではコンピューターと周辺機器の接続

(RS-232C)、や入出力シリアル・インターフェース

（RS-242C）に EIA の規格がある。テープレコー
ダー関係のEIA規格を表49-2に示す。 

表49-2  EIA規格 
 
 EIAは1924年、American radio Manufacturers 
Association（RMA）が結成され1953年にはテレビ
メーカーが加わって”RETMA”に、1957年にはEIA
（Electronics Industries Association = 電子工業
会）に改名され、さらに Electronics Industries 
Alliance＝電子産業協議会“EIA”）に改名された。 
通信機分野のTIA (Telecommunication Industry 

Association )、民生機器分野の CEA (Consumer 
Electronics Association)、部品、アセンブル装置関
連のECA (Electric Components, Assemblies ＆ 
Material Association) 等の団体を傘下にもち、
1998年3月の名称変更(Association→Alliance) 時
にMMTA、CCTMA、NARM等が参画した。また、
実質的な下部組織であるJEDECは、電子部品分野
の世界的リーダーでもある。 
 

３．NAB規格 (米)  ( 311) 

National Association of Broadcastersの略で米
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国の民間放送連盟である。設立は 1923年であるか
ら今年で87年になる。1年に1回米国（現在は毎年
4 月頃にラスベガス）でコンベンションが開かれ、
同時に世界最大といわれる放送関係機器の展示会も

開催される。 

表49-3  NAB規格 

NABはひところNARTB (National Association of 
Radio and Television Broadcasters)と呼ばれたこ
ともあり、録音関係では第二次大戦後、番組交換の

必要から録音再生委員会が発足し、いち早く放送用

の円盤録音機、テープ録音機などの規格がつくられ

た。 
 1941年、当初は円盤録音だけであったが、録音委
員会が発足して、1949年には磁気録音を含む用語、
寸法、特性等が制定された。磁気録音関係の用語は

50語定義された。その後は1953年と1965年に大
幅な改訂が行われている。1965 年版では
Reel-to-Reel式とCartridge式が制定された (312)。

表49-3及び図49-1～5にReel-to-Reel式の規格 (和
訳・抜粋)を示す。 

 

図49-1 NAB 標準再生系周波数特性範囲 

図49-2 NAB 標準録音系周波数特性範囲 
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図49-3 NAB 標準再生系の磁束周波数特性 

図49-4 雑音測定の聴感補正曲線 

図49-5 フラッター測定の聴感補正曲線 
 
４．AES規格 （本部・米国）(313) (314) 

AES (Audio Engineering Society Inc. )は米国ニ
ューヨークに本部を置き、世界各地に支部をもつオ

ーディオ技術者、研究者等専門家の団体で、オーデ

ィオに関する唯一の国際組織である。 
AESは、オーディオ工学やその関連分野におけ 

る科学発展に寄与することを目的として、1947年に
設立され、現在、約 20,000 名のオーディオ技術者
や研究者が会員として登録されている。 
  毎年、コンベンションがヨーロッパ, 米国西海岸、
米国東部海岸などで開催される。この大会は、各国

の技術者や研究者による研究発表、ワークショップ

およびプロ用を中心としたオーディオ機器の展示

等で構成される。また、期間中には、様々なオーデ

ィオ規格に関する委員会も設けられ、特にデジタ

ル・オーディオに関する、標準化は活発に進められ

ている。表 49-4 に現在発行されている主な AES
規格を示す。 
さらに、コンファレンス形式で1年に数回、米国、
ヨ－ロッパ、アジア等の地方都市で特定のテーマを

議題に会合が開かれている。 
AESジャーナル(Journal of AES)という英文雑誌
が年10回発行されている。録音、編集、心理音響、
信号処理、音響変換技術、室内音響などを中心に、

様々な最新オーディオ工学の研究開発に関する論文

が幅広く掲載される。 
その他の刊行物としてコンベンションにおける講

演予稿集、各種オーディオ規格書、”Anthology 

表49-4  AES 規格

Series”という単行本などがある。 

 

５． BS規格 （英）(315) (316) 
n, 英国規格協会 

 

British Standard Specificatio
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（

レコーダーの規格（B.S. 1568“Magnetic 
Ta

国ではあったが、独軍の空襲による被

害

れた BS 規格
(B

 
．DIN規格 (独) (317) (320) 

utsche Institut fűr 

N

規格で、英国

の

国家規格）、DIN 
E

え

ら

れ

料の中で最も古い

規

] 
I Wikipedia 

org/wiki/ANSI 
（309）

ronics-in

（310  Association 
er_ 

（311） tic Tape Recording 

（312） Recording 

Nat  Broadcasters (1964.10) 

BSI-British Standards Institution）によって制
定・発行された英国の国家規格である。設立後 108
年の歴史を誇る世界のリ－ダー的な標準化機構とし

て認められている。2009 年 12 月現在、全部で約
27,000のBS規格が発行されている（JETRO資料
より）。 
テープ

pe Sound Recording and Reproduction”）は、
1949年6月に初版が発行され、1953年12月と1960
年2月に改定が行われている。その後は（現在）は
IEC（国際電気標準会議）の規格がそのまま採用さ
れている。 
英国は戦勝

は大きく、二次大戦後の復活は大分遅れたが、戦

中ドイツで開発され、実用化されていたテープレコ

ーダーの技術は戦後いち早く米国についで英国にも

引継がれ、終戦後 3 年を経た 1948 年には英国の
EMI 社から欧州では戦後最初の放送用のテープレ
コーダーが英国流に開発された。 
表 49-5 に 1960 年に改定さ
.S.1568-1960)の項目を示す。 

表49-5  BS 規格 

６

ドイツ規格協会（DIN-De

ormung eV.）が制定するドイツ連邦共和国の国家
規格 (Deutsch Normen)である。日本では一般にド
イツ工業規格として知られている。 
あらゆる産業分野にわたる広範囲の

BS規格と並んで、欧州標準化や国際標準化への
影響力が大きいといわれている。 

DIN規格の種類としては、DIN（
N（欧州規格のドイツ版）、DIN EN ISO（国家規
格、欧州規格および国家規格の組み合わせ）、DIN 
ISO（DIN 協会が変更を加えずに採用した ISO 規
格）、DIN VDE（ドイツ電気技術者協会のVDE規
格と全く同一内容の DIN 規格）、DIN IEC（DIN
が変更を加えずに採用したIEC規格）等がある。 

2008年末現在、DIN規格の総数は31,000件を超
る規格が制定されており、ドイツ国内のみならず、

国際的にも広く参照されている規格でもある。 
規格票はA4サイズで１規格ごとに簡易に綴じ
た小冊子として発行される。 
磁気録音関係で、筆者の手元資

格は 45 515  (Wickelkern fűr Bandgeräte = 
Hub)、1955年 3月である。以下、1976年 5月時
点のテープレコーダー関係のDIN規格を表49-6に
まとめてみた。 
 
[参考文献
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2010年3月度 理事会・第82回運営会議報告 
 
 
 

 
 
平成22年3月24日に3月理事会・第82回運営
会議が理事26名の出席(委任状、代理人含む)のもと
社団法人日本オーディオ協会で開催されました。 
 
3月度理事会議事 
（第１号議案） 新会員の承認を求める件 
平成22年2月3日理事会以降平成22年3月23
日までの間に入会申し込みのあった法人正会員一社、

法人賛助会員一社、法人賛助会員から法人正会員へ

の変更申請一社と個人正会員1名の入会が承認され
ました。 
 
法人正会員：メモリーテック株式会社  
所在地：東京都港区赤坂4－15－1 
代表取締役社長：川崎 代治 
事業内容：DVD、CD、BD その他光ディスク関連

の製造販売等 
 
法人正会員（法人賛助会員から変更）： 

ラックスマン株式会社  
所在地：神奈川県横浜市港北区新横浜1－3－1 
代表取締役社長：土井 和幸 
事業内容：電子機械器具の製造販売ならびに輸出入 
 
法人賛助会員：エプソン販売株式会社 
所在地:：東京都新宿区西新宿6-24-1 

西新宿三井ビル24F 
代表取締役社長：平野 精一 
事業内容：プリンター、液晶プロジェクター等 

情報機器の商品企画・販売・サポート 
 

 
 
 
 
 
 
 
(第2号議案） 役員交代の承認を求める件 
ラックスマン株式会社 西野 司理事の退任と 
小嶋 康理事の就任が承認されました。 
 
(第3号議案）平成21年度予算の修正に関する承認

を求める件 
2 月理事会以降キャッシュフロー不足が判明し固
定資産の運用資金引当金より500万円を取り崩すこ
ととなったため、これを盛り込んだ平成 21 年度修
正収支予算書案を申請し承認されました。 
 
(第4号議案）平成22年度事業計画案・収支予算案

の承認を求める件 
平成 22 年度事業計画案とその収支予算案、なら
びに年度の主要案件である法人制度改革対応の一般

社団法人化に伴う新定款案について説明し、次のよ

うなご意見をいただき承認されました。 
・平成23年度の創立60周年に向けた準備委員会を
設立する。 
・協会運営の収支バランス化をはかる。 
・ホームシアターセミナーの収支バランス化をはか 
 る。 
 
第82回運営会議議事 
（1）本年度のフェスタについて 
平成22年11月21日（日）～23日（火、祝日）
の 3日間、秋葉原UDX，富士ソフトビルを中心に
開催する方向で準備しており、4月14日に出展募集
説明会を開催することが説明されました。 
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（2）新法人制度への対応について 
新定款案について内閣府と検討を進めていること

が説明されました。 
 
（3）JASジャーナルのリニューアルについて 
平成22年4月以降のJASジャーナルのリニュー 
アル計画について君塚理事・編集委員長より説明さ

れました。今後は協会の主要6委員会の活動テーマ
（ホームシアター、第三世代オーディオ、生録、サ

ラウンドサウンド、ソフト、音展（順不同））との連

携を深めつつ年6回発刊となります。 
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